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編
集
後
記

〇

二
十

五
号
を
送
る
。
本
号
は
、
巻
頭

に
今
井
源
衛
助
教
授

の
論
文

(新
資
料
紹
介

)

を
置
い
て
、
以
下
四
篇

の
平
安
朝
文
学
に
関
す
る
論
考
が
列
び
、
は
か
ら
ず
も

、
平
安

文

学
小
特
輯

の
体
裁
と
な

っ
た
。
も

っ
と
も
終
り
の
吉
川
進
氏

の

一
篇
は
、
上
代

の
国

語
学
的
論

考
で
異
色
で
あ
る
と

こ
ろ
が
面
白

い
。

二
十

二
号
と
比
較
す
れ
ば
、
対
照

の

妙
と
も

い
う
べ
き
か
。
金
原
理
氏
は
平
安
漢
詩
文
研
究

の

一
端
、
後
藤
昭
雄
氏
は
氏

と

し

て
少
し
趣
き

の
変

っ
た

一
篇
、
古
賀
典
子
氏
と
吉
川
氏

の
各
篇

は
、
準
業
論
文

の
中

心
的
部
分

の
ま
と
め
で
あ
る
。

○

年
度
末

に
近
づ
き
、
ご
同
様
内
外
と
も
に
気
忙
し
い
毎

日
で
あ
る
。
殊
に
福

田
良

輔
教
授
が

こ
の
三
月

一
杯
で
定

年
、
退
官
な
さ
る

の
は
、
研
究
室
、
編
集
部

に
と

っ
て

名
残
り
惜
し

い
こ
と
で
あ

る
。

こ
の
語
文
研
究
は
、
福
田
教
授

に
よ

っ
て
昭
和

二
十
六

年
創
刊
さ
れ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
去

る
二
月
九

日

(金
曜
日
)
の
最
終
講
義

に

は
、
講
莚

に
列
し
た
方
が
た
が
遠
近
か
ら
百
名
以
上
も
集

っ
て
盛
況
で
あ

っ
た
。

「
古

代

日
本
語
研
究

の
意
義
」
と
題
し
て
、

二
時
間
近
く
、
熱

の
こ
も

っ
た
学
説

の
精
髄
が

講
ぜ
ら
れ
た
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
深
奥
な
学

問
を
通
し

て
、
人
生

へ
の
示
唆
も
与

え
ら
れ
た

こ
と
は
、

一
同
深
く
感
銘
し
た
。

○

酷

暑
か

ら
酷
寒

へ
、
烈
し
い
気
象

の
変
化
は
、

こ
こ
数
十
年
稀
れ
な

こ
と
で
あ

っ

た

と
い
う
が
、
編
集

の
方
は
比
較
的
順
調
に
進
み
、
支
障
が
な
か

っ
た
の
は
、
各
位

の

御
支
援

と
御

研
鎖

の
賜
で
あ

っ
て
、
感
謝
に
た
え
な

い
。
今
後
も
ど
し
ど
し
ご
投
稿
ご

協
力

い
た
だ
い
て
、
年
二
回

の
刊
行
が
、

三
回
、
四
回

と
発
展
す
る
こ
と
を
期
し
た

い

も

の
で

あ
る
。
本
年
も
や
が

て
十
数
名

の
新
し
い
杢
業
生
が
め
で
た
く
巣
立

っ
て
ゆ
か

れ
る
が

、
今
後

の
ご
活
躍
を
祈
り
、
併
せ

て
本
誌

へ
の
後
支
援

を
も
お
願
い
す
る
も

の

で

あ

る
。

(
中
村

・
春

日
)


